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１．新規性１．新規性
吹付け材、成形板に関わらずアスベスト除去工事において最

も心配される点は工事区域外への漏出。不特定多数の人間が
出入りする空間への漏出は深刻な事態を招く恐れもあります。
このような状況下では繊維状粒子（アスベスト粉じん含む）がど
れだけ浮遊・飛散しているかを瞬時に判断できる測定値が必
要となっています。

かつて、アスベストやそれらを含む製品は私たちの日常生活
に役立てられてきましたが、人体に重大な影響をもたらす危険
性が指摘され、その危険性を回避するリスクマネジメントが重
要視されています。「安全」は技術面の問題だけでなく「安全哲
学」として考えています。「運はいつかは尽きる。安全はコスト
ではなく投資である。」という哲学を基に、FNM-MEはその「リ
スク管理」を担う機器として開発し、優れた解体処理との技術
的な組み合わせで新たな飛散防止対策スキームを構築します。



２．主な特徴２．主な特徴

 センサーの埃や汚れを自動検出、測定精度を高めます。
 誤作動事故防止のための「汚れ検知＋動作確認」機能

付。
 濃度は１０分毎に自動計算、本数は１分毎の累計カウン

トでデジタル管理。
 指定ファイバー数を超えると警報を発します。
 携帯電話を接続することにより指定の電話番号へ異常

のお知らせが可能（平成23年度～スマートフォン対応の検討）

 設定した時間での連続運転が行えます。
 バックアップフィルターで分析用サンプルの捕集が出来

ます。
 遠隔地でもリアルタイムにモニタリングチェックが出来ま

す。※オプション（平成２３年度～本体に無線内臓で遠隔ＰＣチェックを検討）



３．３．FNMFNMの概要の概要



４．４．FNMFNM--MEMEの開発根拠の開発根拠

 FAM-1※の原理を応用した測定器

当社は創業61年目、1980年代～除去
作業に従事しており、監視体制を強化
したい一心でお客様の安全確保から
データ保存による安心を提供しようと
考えて開発に取り組んだ。



５．５．FNMFNM--MEMEのファイバー数とファイバー濃度のファイバー数とファイバー濃度

ファイバー本数はスタート時から常時計測

ファイバー濃度は１００分単位濃度を活用、
吸入エアーから濃度測定に必要な量
(2L/1min)を自動計算する（ポアソン統計学を採用）



６．６．FNMFNM--MEME画面表示画面表示

●ＰＣでのﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ画面 →



７．原理７．原理



８．繊維状粉じんの識別８．繊維状粉じんの識別



９．繊維状粉じんの整列９．繊維状粉じんの整列



１０．繊維状粉じんとパルス波形１０．繊維状粉じんとパルス波形



１１．アスペクト比の決定１１．アスペクト比の決定



１２．較正（キャリブレーション）１２．較正（キャリブレーション）



１３．１３．FNMFNM--MEME設置例（サンプリングポイント）設置例（サンプリングポイント）

敷地境界の測定

敷地境界の測定



１４．管理して防衛する１４．管理して防衛する


